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福井県高浜町和田公民館「オンライン講座」

動画共有サービス「YouTube」を活用し、
公民館講座（ストレッチ、工作など）や
マスクのお手入れ・洗い方、料理紹介等、
様々なテーマの動画を配信。

公民館講座（絵手紙、写真の撮り方など）を
地域での世帯加入率の高いケーブルテレビに
協力を依頼し、番組を作成し放送。

オンライン講座

動画配信

ケーブルテレビ

‣情報コンテンツを活用した取組

公民館で行われていた健康体操教室や
休校中の子どもの運動不足解消を目的
としたキッズヨガ等の講座をオンライン会議アプリ「Zoom」
を活用して地域住民へ配信。

動画を一時停止したり、繰り返しみた
り受講者のタイミングで視聴できる。

インターネットが苦手な方でも気軽に
受講できる。

さいたま市e公民館（おうち公民館）

社会教育施設における取組①社会教育施設における取組①
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‣那覇市若狭公民館

政治に関する子供たちからの疑問に答えるため、
公民館と児童館が共催で、オンライントークイベント
「政治って何だろう」を開催
（Zoomを使い、YouTube、Facebookで配信）

社会教育施設における取組②社会教育施設における取組②
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利用再開に向けた動画（玉名市教育委員会）

公民館を除菌水や手作りマスクなどの配布場所として活用。

除菌水等の配布

‣施設を活用した取組

子ども食堂

多くの子ども食堂が閉鎖する中、これまでの会食形式から
弁当を配布するスタイルへ変更した上で活動を継続。

マスクの作り方やおもちゃづくりなど、
館報や公民館だよりを活用し、広く地域住民に情報等を提供。

施設利用再開に向けて、利用時の留意事項などを市のゆるキ
ャラによる実演動画を作成し、公開。

館報や公民館だより

再開に向けた取り組み

‣その他の取組

佐賀こども食堂（佐賀市勧興公民館）

地域に根差し、人が「つどう」
公民館としての活用。

社会教育施設における取組③社会教育施設における取組③
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「はなれて つながる こうみんかん」をキャッチフレーズに、コロナ状況下に
おける市内公民館の取組をホームページで紹介

‣岡山市教育委員会

社会教育施設における取組④社会教育施設における取組④
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‣休館中の図書館の取組事例

社会教育施設における取組⑤社会教育施設における取組⑤
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予約した図書の貸出し（山形県・川西町立図書館など）

動画コンテンツ等の提供（横浜市立図書館など）

取組概要

○利用者はファックス、メール又は電話で図書を予約。
○図書館と利用者で事前に受け取り日を調整。
○受け渡しの直前に再度利用者から連絡を受け、図書館が予約され
た本を準備し、受け渡し。

取組概要

○ボランティアによる紙芝居・読み聞かせの動画を図書館のホームページやＳＮＳ等で公開。
○インターネット上で様々な読書関係コンテンツを紹介。
※著作権の処理を適切に行った上で実施。

３密対策のための工夫

○申し込みをファックス、メール、

電話に限定。

○利用者が集中しないよう

事前に受け取り日を調整。

郵送等による配達貸出し（千葉県立中央図書館、大阪府・松原市民松原図書館など）

取組概要

○利用者はインターネットで図書を予約。
○図書館は予約された図書を郵送や
職員によるポスト投函等により、
利用者の自宅へ配達。

○図書館館内の利用は禁止。
○貸出しをポスト投函のみとし、直接
の接触を避ける。
○配達の際には職員はマスク、手袋を
着用し、書籍及び手の消毒を徹底。

３密対策のための工夫



‣全国公民館連合会

公民館、図書館に関するガイドラインの策定公民館、図書館に関するガイドラインの策定

６

‣日本図書館協会

公民館、図書館の全国組織が、開館の前提となる感染予防対策として実施すべき基本的事項を整理したガイドライン
を策定（5/14策定、それぞれ5/25及び5/26に改定）

https://www.jla.or.jp/https://kominkan.or.jp/



学校の休校や講座・イベントの自粛等が続く中で、地域の様々な人材が連携・協働し、工夫された取組を実施することで、
子供たちの様々な体験・学習の機会を提供（オンラインを活用した地域学校協働活動）

大学・高等学校・博物館、企業や地域人材など、市のあらゆる人
材と協働し、子どもたちに「本物に触れる」体験講座を実施（三田
市の偉人“蘭学者 川本幸民”にちなんで名付けられた）

「こうみん未来塾“おうちでこうみん”」と題し、講師等の協力により、
プログラムの一部を自宅でも体験できるツールとして動画や教材を
作成し、市のホームページで紹介

◆講師自作の動画
◆ペーパークラフト
◆プログラミングツール
◆博物館所蔵の貴重映像
など、幅広い分野の多彩なコンテンツを集約して掲載
※著作物については制作者等の承諾を得て紹介

【保護者】
「子どもの興味の幅が広がることが期待できる。」

【講師】
「講座やイベントを自粛する中でも、プログラムを知ってもらう機会になった。」
「子どもの学ぶ機会・体験する機会を提供する新たな手法が見いだせた。」

取組の概要

工夫

内容

関係者の声

「こうみん未来塾」
（市全域を対象とした取組）

各学校区の地域が主体となって、学習支援や将棋・スポーツなどの
地域の先生講座や、地域を巻き込んだ交流イベントを実施

「放課後子ども教室“おうちで寺子屋”」と題し、地域の方が作成し
た活動プログラムの一部等を市のホームページで紹介
地域の放課後子ども教室独自のホームページを立ち上げ

◆算数が楽しく取り組めるプリント
◆親子クッキングレシピ
◆将棋の問題
◆家でできるトレーニング動画
など、自宅で取り組めるコンテンツを紹介
※著作物については制作者等の承諾を得て紹介

【保護者】
「いろんなコンテンツがあって子どもの興味の幅が広がり、親子で取り組めば
会話もはずむので助かっている。地域の人の温かさを感じる。」

【地域の支援者】
「様々な活動を自粛するなか、子どもや保護者のために少しでもできること
があって、活動者自身が元気をもらっている。」

取組の概要

工夫

内容

関係者の声

「放課後子ども教室」
（各学校区での取組）

地域学校協働本部における取組地域学校協働本部における取組

‣兵庫県三田市
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町から寄付された手ぬぐいを材料にし、ＰＴＡの有志により、「3密」
にならないよう気を配りながら、アイロンやミシンがけ、ゴム通しな
どの作業を分担してマスクを製作した。

仁田佐古小学校ＰＴＡ（長崎県長崎市）の取組

‣マスクの製作

住吉台小学校ＰＴＡ（宮城県仙台市泉区）の取組

市販のマスクが入手しにくいため、ＰＴＡが中心となり、町内会、学
校支援地域本部、学校の４者でプロジェクトを発足させ、１０～７０
代、約６０人の保護者や地域住民が全校児童分のマスクを製作し
た。

臨時休校を受け、子どもたちの生活をサポートしようと、ＰＴＡが教
師の協力を得ながら、親子で参加するオンライン教室を開講。ＩＴ
関連の仕事に就くＰＴＡ会長が発案した。
自宅で過ごす児童たちの"集う場"となり、自分たちで学習する方
法をつくり出し、創造力を育んでいる。

川合小学校ＰＴＡ（岐阜県郡上市）の取組

‣オンライン学習への支援

PTAの取組PTAの取組
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【目的】 九州・中国地域の特色ある産業を対象に、幅広い分野を大学連携で補完し合い、地元企業や地域コミュニ
ティと連携し、VODによるIoT活用事例講義や情報技術の専門講義を学修する。また、それを活用するための
実践的演習を実施し、人工知能やロボット技術などの新しい情報技術の知識と技能を修得。

【特徴】 AI、IoT、ロボットの導入における事例を学びデザイン思考やマネジメントの重要性について理解を深める。
地域課題を題材に、多様な背景を持つ受講生や地域コミュニティと議論を行い発展的なチームの作り方を学ぶ。
実践的なラボ演習によりものづくりにおける情報技術の知識を理解し現場で活用するための技能を修得する。

【対象とする職業分野】 情報関連業務、企業の経営者・技術者、復職を目指す女性、地方就職を目指す技術者、再就職
を目指す者等

【受講期間】 6ヶ月（定員：25名程度）

【社会人の受講しやすい工夫】 VOD・オンライン授業、演習や実習については土日開講

【新型コロナウイルスへの対応】 オリエンテーションをオンライン（ZOOM)に完全移行、実習機材等の貸出によるオンライン授業の実現、
（一部通学許可の場合）複数拠点でのサテライト開講により遠距離通学を不要とする科目。

「職業実践力育成プログラム」（ＢＰ）の事例（新型コロナウイルスへの対応）
女性活躍
中小企業
地方創生

履修証明

↑機材の貸出によるオ
ンライン授業の様子

修士（政策学）
中小企業
地方創生

↑ゼミ活動の様子

【目的】 豊かで持続可能な地域社会を実現する革新的な政策を研究・デザインし、その実現に向けたリーダーシッ
プを発揮する人材の育成。

【特徴】 必修科目で政策分析や政策デザインの学問的基礎を学び、選択必修科目で自治体、ＮＰＯ、企業と連携した政策
形成及び問題解決実習を行う。プログラム科目では各領域の専門的知識やスキルを学び、プログラム演習では学生
同士で自身の研究内容について発表し、指導教員からのアドバイスを受けながら最終的に自身の関心を持つテーマ
に関する修士論文作成を通じて、学修の総仕上げを行う。

【対象とする職業分野】 政策づくり、地域づくり、産業創出を担う地域イノベーションのリーダーに該当する職業
（国、自治体、企業、NPO、シンクタンク、起業家など）

【受講期間】 2年間（定員：50名＊令和元年度修了者49名）

【社会人の受講しやすい工夫】 夜間、週末の開講、夏期の集中授業、長期履修制度、指導教員等による個別相談
【新型コロナウイルスへの対応】 大学院での授業時や通学時のコロナウイルスへの感染リスクを回避するために、

令和2年度春学期の授業を4月21日（火）より全てオンラインで実施。

大学・専門学校における取組（リカレント教育）①大学・専門学校における取組（リカレント教育）①

‣北九州市立大学「enPiT-everi社会人リカレント教育プログラム」

‣法政大学大学院「政策創造研究科政策創造専攻修士課程」
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【課程名】
分析化学応用学科

【目 的】
土日を有効に活かし、化学技術者として必要な資格
を取得し、理系技術職への転職や、現職での
キャリアアップ・スキルアップを図る。

【内 容】
化学分析技能士や危険物取扱者などの国家資格取得に向けた専門的知識と技術の修得を
目指したカリキュラムを構成。毒物劇物取扱責任者・化粧品製造業責任技術者・化粧品総括
製造販売責任者などの資格については、卒業と同時に取得が可能。

【修業年限】
２年間／土日開講（定員：２０人）

【社会人が受講しやすい工夫】
平日の登校は不要。勤務先企業からの要請で入学するケースもあり、仕事と学業の両立が容易。

【新型コロナウイルスへの対応】
４月１１日から全ての授業に遠隔授業を導入。
仕事等の都合で欠席する場合でも、録画した授業動画の視聴が可能。

大学・専門学校における取組（リカレント教育）②大学・専門学校における取組（リカレント教育）②

‣日本分析化学専門学校
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●臨時休業期間中の児童生徒の学習の支援方策の一つとして、公的機関等が作成した、自宅等で活用できる無償の教材
や動画等のリンクを紹介したサイトを、令和２年３月２日に文部科学省ウェブサイト内に開設。

●令和２年６月７日現在、リンク数４００以上、延閲覧回数４９０万PV以上
●官邸ホームページや文部科学省ホームページ、Facebook、twitter、LINE及び都道府県教育委員会等から周知

＜京都教育大学オフィシャルYoutube＞

＜NHK for School＞
（掲載コンテンツ例）

＜長野県教育委員会家庭学習支援動画＞

＜さいたま市教育委員会家庭学習支援動画＞

➣NHK for School、各教育委員会、大学、教科書発行者、NPO法人等の作成する教材や授業動画等のコンテンツを

随時充実

➣各教科等の領域・単元ごとに参考となる動画、教材例を整理した一覧表を掲載、随時充実

▽「子供の学び応援サイト」
トップページQRコード

12

「子供の学び応援サイト」の開設「子供の学び応援サイト」の開設
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●臨時休業期間中の子供たちの読書活動を推進するため、文部科学省の「子供の学び応援サイト」に、「子供の読書キャン
ペーン～きみの一冊をさがそう～」の特設ページを設け、著名人のおすすめの本や、読書関係団体の取組等を紹介

●令和２年５月末現在、延閲覧回数約１７万PV
●Facebook、twitter、LINEを活用した周知を行うとともに、教育委員会、公立図書館、読書関係団体等宛てに周知

13

「子供の読書キャンペーン～きみの一冊をさがそう～」の開設「子供の読書キャンペーン～きみの一冊をさがそう～」の開設
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読書啓発動画掲載
スポーツ庁・文化庁長官をはじめとした各
界の著名人１１名のおすすめ本を掲載

著名人のおすすめ本紹介 読書関係団体取組紹介

「子ども読書の日」普及啓発

こどもの教育応援大使 香川照之氏の
読書推進動画掲載

「青少年読書感想文全国コンクール」特設
サイト等、読書啓発ページを紹介

４月２３日「子ども読書の日」及び子供読
書表彰の情報提供



‣カタリバオンライン（認定ＮＰＯ法人カタリバ）

Web会議システム「Zoom」を使ったオンライン上の居場所と学びのコン
テンツを届けるサービス。

・学校に行かないことで乱れがちな生活習慣を整えるために毎日決まった時間に
行う「朝の会と夕方の会」の開催
・世界中から参加するボランティアによる学習会や多様なプログラムを開催
・PBLの機会として、オンラインクラブ活動、オンライン文化祭、オンラインマイプロ
ジェクトなど

各種団体等における取組①
（子供の学び応援サイト掲載コンテンツ）

各種団体等における取組①
（子供の学び応援サイト掲載コンテンツ）

様々な団体等がコンテンツの配信やオンライン交流等を通じて様々な学びの機会を提供

‣ OKAYAMA・おうちLab.（おかやまおうちラボ）（岡山県教育委員会）

主に小・中学生が、自宅等で楽しみながら主体的に探究的な学習に取り組めるサイト。歴史探究や科学実験、
地域の社会教育施設等の紹介など、事態収束後には実際に現地に出かけ、本物に触れ、自身の学びをより
深め、郷土への愛着や誇りを持ってもらえるよう、身近な県ゆかりのコンテンツを掲載。
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特別な器具は使わない、家庭で簡単にできる力トレーニングを紹介。

‣放送大学BS231ch「筋トレ アカデミア」

‣新国立劇場「巣ごもりシアター」
名作オペラやバレエの公演記録映像を期間限定でストリーミング
配信

各種団体等における取組②
（子供の学び応援サイト掲載コンテンツ）

各種団体等における取組②
（子供の学び応援サイト掲載コンテンツ）

様々な団体等がコンテンツの配信やオンライン交流等を通じて様々な学びの機会を提供

１

家にいながら国立民族学博物館の各展示場を見ることができる「バ
ーチャルミュージアム」や、展示物のぬりえ、ペーパービーズの作り
方などを公開。また、研究者が世界の文化やくらしを紹介した記事も
読むことができる。

▽研究者が書いた記事「東南アジア」

朝日新聞と東京学芸大学との共同研究から生まれた低学年むけの教材。
遊びと学びのプロたちが 「子どもたちに夢中になって欲しい」という思いを込
めて制作した「工作」「体あそび」「言葉」「数・図形」など、 幅広いジャンルの
ワークシートを公開。遊び方や解答等を示した「大人向けガイド」も用意。

▷大人向けガイド

‣国立民族学博物館「おうちでみんぱく」

‣朝日新聞「放課後たのしーと」
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参考資料
（関連施策）



※なお、地方独自の取組や一部の国庫補助事業の地方負担分については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用が可能です。
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/rinjikoufukin/index.html

社会全体が、長期間にわたり新型コロナウイルス感染症とともに生きていかなければならない状況であることを踏
まえ、感染症対策と子供たちの健やかな学びの保障を両立し、学校教育ならではの学びを最大限進めることがで
きるよう、必要な人的・物的支援等を進めます。

子供たちの学びの保障

【初等中等教育段階】 教育体制の緊急整備

（※下線部は、令和２年度第２次補正予算案における措置）

（人的・物的体制の整備について）
加配教員、学習指導員等の大規模追加配置（人的体制の整備）、全ての小中高等学校等に対する学校再開支援経費（物的体制の整備）
を支援します。

学級を２つに分けるなど分散登校等を行う場合

教員加配

スクール・
サポート・
スタッフ

学習
指導員

左記以外の状況

人
的
体
制
の
整
備

物
的
体
制
の

整
備

• 文部科学省「学校・子供応援サ
ポーター人材バンク」

• 教育実習の弾力化
• 学習指導員採用に係る資格要件

の緩和、臨時免許状・特別免許
状の活用 等

退職教員、学習塾講師、大学生、NPO
等教育関係者、地域の人材を雇用

人材確保策

校長の判断で感染症対策や
学習保障等に必要な取組を
迅速かつ柔軟に実施するた
めの経費を支援

感染症
対策等

学習
保障

• 消毒液
• 非接触型体温計
• 換気対策備品
• 給食調理員の熱中症対策 等

• 教材
• 空き教室活用備品
• 電話機（増設） 等

※ 医療的ケアを必要とする児童生徒等が在籍する学校におい
ては、地域の感染状況に応じて、学校医等に受入体制を相
談するなどし、看護師を適切に配置【既定予算の活用】

地域の感染状況に応じて、最終学年を少人数編成し、授
業時間を確保

地域の感染状況に応じて、スクール・サポート・スタッフの未配置校には１名程度を追
加配置し、授業準備や保護者への連絡、健康管理等に係る業務を補助（当初予算と合わ
せて全小中学校へ配置（５学級以下の小規模校を除く））

地域の感染状況に応じて、学習指導員を追加配置し、学級担任等の補助を通じて
きめ細かな指導を実施

1校当たり２～３名程度 1校当たり１～２名程度

SC
SSW等※

各学校の状況を踏まえ、必要に応じてスクールカウンセラー（SC）やスクールソー
シャルワーカー（SSW）を追加配置し、心のケア等を実施【既定予算の活用】

小中学校
小規模 中規模 大規模
100
万円

150
万円

200
万円

300
万円

高校
特支

支援イメージ※

※ 現時点でのイメージであり、確定しているものではない。
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【初等中等教育段階】 ICT端末等を活用した家庭学習のための環境整備

「1人1台端末」の早期実現や、家庭でも繋がる通信環境の整備など、「GIGAスクール構想」におけるハード・ソフト・人材を一体
とした整備を加速することで、災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等の緊急時においても、ICTの活用により全ての子
供たちの学びを保障できる環境を早急に実現します。
「GIGAスクール構想」による、端末、LTE通信機器（モバイルルータ）、遠隔学習機器等について、

・自治体への補正予算交付決定を待たず遡りでの整備着手を可能とする措置
・文科省で全国の需要を把握したうえで供給メーカー等業界と連携
・迅速な調達を進めるための自治体への専門家による直接助言

等に加え、地方創生臨時交付金も活用しながら、８月には、特定警戒都道府県として指定された等優先すべき地域（13都
道府県）でICTを活用したオンラインによる家庭学習が全ての児童生徒に可能な環境を実現します。
低所得世帯の家庭学習を支えるための通信費について、要保護児童生徒援助費補助金、特別支援教育就学奨励費、高校

生等奨学給付金の特例的な追加支給により対応します。
「子供の学び応援サイト」において、学習支援動画等をワンストップで情報提供しています。

放送大学のＢＳ放送により、小中高校生向けの家庭学習に役立つ番組を全国で放送します。

【初等中等教育段階】 学校における感染症対策について
「新しい生活様式」を踏まえた、学校における新型コロナウイルス感染症対策に関する衛生管理マニュアルを作成し、提供しています。

https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html
幼稚園におけるマスク・消毒液等の購入等、感染拡大防止に係る経費を支援します。
小学校・中学校・高等学校・特別支援学校・高等専修学校等へ布製マスクを配布するとともに、消毒液、非接触型体温計等の保健
衛生用品を購入する学校設置者を支援しています。
学校設置者による特別支援学校のスクールバスでの感染リスクの低減を図る取組（１台に乗車する幼児児童生徒の少人数化等）
を支援します。

（※下線部は、令和２年度第２次補正予算案における措置）
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高等教育段階の支援

日本人学校の教育環境整備

日本人学校の児童生徒の学びの保障のため、児童生徒・教師に対する１人１台端末の整備やＩＣＴを活用した教育体制構築に関する実証
事業等を支援します。

（※下線部は、令和２年度第２次補正予算案における措置）

（遠隔授業の環境構築のさらなる加速について）
第１次補正予算に引き続き、各大学・高専・専門学校が遠隔授業を実施するために必要な環境整備を支援
します。これにより、実施のニーズがある全ての大学・高専・専門学校において、遠隔授業が実施できる環境の
構築を進めます。
学生の通信料の負担軽減については、各電気通信事業者が提供している携帯電話の通信容量制限等に係る
特別な支援措置の活用、上記補正予算を活用した貸与用モバイルルータの整備などの取組を支援します。
大学等における遠隔授業の準備及び実施にあたり、国立情報学研究所（NII）の「４月からの大学等遠隔授
業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」等と連携し、具体的好事例の情報収集及び周知を行います。

https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/
（遠隔授業による学修の質の保証等について）

遠隔授業等の質保証に係る条件の明確化を図るとともに、実習等について、遠隔授業による代替、実施時
期の後ろ倒しや、感染対策を講じた上での授業の分散実施等の弾力的な取扱いが可能であることを具体的な
取組例とともに周知・徹底します。

【初等中等教育段階】 学びの保障のための教育活動について
年度当初に編成した教育課程を見直すことが必要な場合の考え方は以下のとおりです。
－登校日の設定、分散登校の実施、時間割編成の工夫、長期休業期間の見直し、土曜日の活用、学校行事の重点化や準備時間の縮減等によ

り、学校における指導を充実
－上記の取組を行ってもなお、年度当初に予定していた内容の指導を本年度中に終えることが困難な場合の特例的な対応

①次年度以降を見通した教育課程編成、②学校の授業における学習活動の重点化 ※参考となる資料を追って提供する予定です。
学習内容の振り返りのための教材（小６、中３）を文部科学省で作成します。
高校入試について、出題範囲や内容・方法について、地域における学習状況を踏まえ、必要に応じた適切な工夫を講じるなど、実施者である都道府
県教育委員会等に対して、令和３年度の高校入試における配慮を依頼しています。
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▶遠隔授業を導入したものの、今のやり方でよいか不安
▶遠隔授業の導入に関心はあるけれど、ノウハウがなく何から始めたらよいのかわからない
そんな専修学校関係者の皆様に向け、既に遠隔授業に取り組んでいる８校の専修学校の皆様の協力を得て、
遠隔授業の実践動画を作成。令和２年５月２９日に文部科学省YouTubeチャンネルに公開。

①遠隔授業を行う上での工夫

③生徒の通信環境への配慮

②講義や実習科目での工夫 （文部科学省YouTubeチャンネル）
https://www.youtube.com/playlist?list=PLGpGsGZ3lmbBMM3FnbNfFyeISp1hn
SGFn

専修学校の遠隔授業オンラインセミナー

④管理職のリーダーシップ

【５分でわかる実践映像】
専修学校の遠隔授業オンラインセミナー
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